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Maintenance of a Verification Environment for Open Source Software

and Its Application

KADA ADATadashi O and Junppei W

We have to do movement verification by self-responsibility to utilize Open Source Software. In this report, a

verification environment of FreeBSD-Based system is described with related application software. Building of the

Internet server and the bulletin board terminal used at Tsuyama College are described as the applicability of the

verification environment. We also report the notice and improvement points found by the verification process.
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１．はじめに

ソースコードの入手と改良・再配布が自由なオー

プンソースソフトウェア( ) は，新しい技術OSS 1)

を素早く取り込む先進性，著作権に制約されない改

良・再利用に伴う公開性，自由で安価なソースコー

ド流通による経済性などの特長から，情報通信技術

の発展と利用において重要な役割を果たしてきた．

最近では，プロプラエタリソフトウェアだったもの

を として公開することまで行われるようになOSS

り，新たな役割が注目を浴びている ．2)

の利用を考えるとき，公式な動作保証がさOSS

， ，れないので 導入・設定・更新等のすべての作業を

利用者の責任で行わなければならない．例えば，バ

ージョンが上がるとき，新機能を使うかどうか，既

存機能の変更により影響を受けないかどうかなど

， ． ，を 利用者自身で検証しなければならない 従って

ある程度の技術力が利用側に必要で，利用場面に応

じた動作検証環境を整備する必要がある．

)津山高専においては の である，OSS OS FreeBSD3

を中心にしたインターネットサーバを構築し，安全

・安定なインターネット接続を経済的に実現するこ

となど， の多大な恩恵を受けている．本報告OSS
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は， を何に利用しようとしてきたか，そのたOSS

めにどのような検証環境を準備しているか，その過

程でどのような課題を解決してきたかについて，総

合的に取り上げている．こうした公開活動をとおし

て， の使用推進とコミュニティへの貢献を行OSS

うことを，最終的な目的としている．

本報告では，２章で の特徴と津山高専で使OSS

っている をまとめ，３章で動作検証環境を述OSS

べる．次に，検証環境を使ってインターネットサー

バと掲示板システムを構築する上で，どのような課

題を解決したかを４章でまとめている．

２． と およびアプリケーションOSS OS

オープンソースソフトウェア２．１

オープンソースソフトウェア( )とは，ソースOSS

コードが無償で公開されており，自由に入手，改良

・再配布を行うことができるソフトウェアの総称で

ある ． 年には ( ) に1 4) )1998 Open Source Initiative OSI

よって， ( ) というThe Open Source Definition OSD 5)

ライセンスの定義が発表されており，その項目を以

下に示す．

・再配布の自由

・ソースコード

・派生ソフトウェア

・作者のソースコードの完全性

・個人やグループに対する差別の禁止

・利用する分野に対する差別の禁止

・ライセンスの分配

・特定製品でのみ有効なライセンスの禁止
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・他のソフトウェアを制限するライセンスの禁止

・ライセンスは技術中立的でなければならない

こうした性質を持つオープンソースを利用するこ

とで，次のような利点を生じる．

( ) ライセンスの継承1

ライセンスが継承されるために，著作権に関す

る自由が保証されている．

( ) ソースコードの入手・改変および再配布が自由2

利用者が入手したソースコードを自分の目的に

沿って書き換え，それを再配布することが可能で

あり，そのために柔軟性が高く，技術の共有も容

易になっている．

( ) 問題発生時にソースコードレベルでの対応が容3

易

ソースコードが公開されているため，問題発生

時には利用者が自分でソースコードを開き，問題

原因を確認し書き換えることで，利用者自身で対

応できる．

( ) コミュニティ情報の利用4

開発者から利用者までを含むコミュニティ活動

の活発なものが多く，掲示板やメーリングリスト

を利用することで，他の利用者が確認した機能や

応用例，バグ情報などを確認することができる．

( ) 迅速なバージョンアップやバグフィックスによ5

る高い信頼性

コミュニティではセキュリティホールやバグ情

報，次バージョンへの要望など，日々様々な意見

が飛び交っており，開発・修正が常に続いている

ことで信頼性は高い．

一方，オープンソースを利用する場合，次のよう

な注意点もあると考える．

( ) 改変したソースコードの再配布時の注意点1

利用者が改変したソースコードには，改変元の

ライセンスが継承されるため，ソースコードを改

良・再配布する際には，改変元のライセンスに抵

触しないかを確認しなければならない．例えば，

と の違いを意識しないと，問Copyleft permissible

題が発生することがある．

( ) の問題発生時2 OSS

入手と改変・再配布が自由な点から，公式には

各 に対する動作保証はされていない．そのOSS

ため，導入時の動作検証，問題発生時の対応など

は，すべて利用者が自己責任のもとで行う必要が

ある．

( ) のバージョンアップ時3 OSS

多くの は，常に開発・修正が続いているOSS

， ．ために 頻繁なバージョンアップが行われている

その際に，既存機能および仕様の変更，新機能の

追加などが行われることもあるため，更新情報は

必ず確認しておく必要がある．

( ) コミュニティの情報利用時4

コミュニティに流れている情報を利用する場合

には，自分の構築環境や利用状況が情報元のもの

と異なることがあり，再現性が保たれない場合が

OSSある．そのために，情報元の構築環境や，

の利用状況などは確認しておく必要がある．

OSS２．２ 利用している

本報告で取り上げる の概要を述べる．ここOSS

で紹介するのは代表的なものに限られており，これ

以外にも多数の を利用していることを断るとOSS

ともに，開発者に感謝したい．

1 FreeBSD( )

FreeBSD UNIX BSD3)は， の本流の一つである

( )の後継の一つであBerkeley Software Distribution

り，安定性と拡張性に優れた である．インスOS

トールされるデフォルト環境や設定は，必要最低

限のもののみが行われれ，サーバ運用に用いた際

の安全性・安定性は非常に高い．

津山高専では， から現在まで，イFreeBSD2.2

ンターネット接続サーバ や掲示板端末 などに6 7) )

利用している． という情報システムの基盤とOS

なるので， を中心に環境の整備や各種アFreeBSD

プリケーションを用いたシステムの構築と連携検

証を行っている．

2 Xorg( )

は， 系 において標準の 環Xorg Unix OS GUI8)

境である を構成できるソフトX Window System

ウェア群である．元来文字ベースの操作環境しか

利用できなかった に，マサチューセッツ工UNIX

科大学( )のグループが中心となって開発を行MIT

い，現在ではほとんどの 系 に標準搭載Unix OS

されている．クライアントがサーバの機能を呼び

出して使う分散構造となっており，アプリケーシ

ョンや の処理はクライアントが行い，画面表OS

示や入出力はサーバが行う形式になっている．設

定ファイルを書き換えることで，好みのウィンド

マネージャを利用でき，画面に表示されるウィン

ドウの管理方法を変更可能である．

3 Apache( )

は，世界でも人気の高い サーバApache Web9)

1995 NCSA httpd1.3ソフトウェアである． 年から

をベースに開発が行われており， 系 を中Unix OS

心に幅広い人気を持っている．無償で公開されて

おり，長年にわたって，世界中のプログラマによ

り開発が続けられている．利用者が設定ファイル

を目的に応じて書き換えることが可能であり，多

数のモジュールを追加することもできる．このた

め，設定次第で だけでなく多様な機能を持CGI

った サーバを公開できる．Web
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4 Firefox( )

は， が開発・公開Firefox Mozilla Foundation10)

．しているオープンソースの ブラウザであるWeb

MS-Windows Linux Mac OS X UNIX版， 版， 版，

版が公開されており，いずれも無償で入手・利用

が可能である．同プロジェクトによって開発され

た独自のレンダリングエンジンを採用しており，

．Web標準への準拠と高速な動作を実現している

MS-Windows様々な拡張機能を有している一方で，

標準の ブラウザである で用Web Internet Explorer

いられているいくつかの拡張機能に対応していな

い．そのため，その拡張機能を悪用したウィルス

などによる攻撃に強いという特徴を持つ．コミュ

ニティにおいて様々なアドオン（拡張機能）が有

志により作成・公開されており，利用者はそれら

を導入することで独自仕様の ブラウザを実Web

現することができる．

３．動作の検証環境

長期に利用可能な検証環境３．１

長期にわたって運用する情報システムを のOSS

動作検証に使うと，新しいバージョンの で同OSS

じ機能を実装することになり，互換性の確認や変更

1990部分の影響を容易に確認できる 津山高専では． ，

年代の終わり頃からインターネット接続サーバ を6)

を使って自前で構築してきた．その後，学生OSS

向け伝達事項を液晶ディスプレイに表示するための

掲示板端末 を， を使って開発した．この二7) OSS

OSSつのシステムは，継続的に使い続けるもので，

の動作確認環境としてふさわしいと考え，学生教育

への適用を含めて取り組んできた ．11)

DNS, SMTP,インターネット接続サーバでは，

等の主要なプロトコルを使わなければPOP3, HTTP

ならず，関連する標準ソフトウェアの動作確認に使

っている．また，掲示板端末では， 環境で必GUI

要な と ブラウザが必要で，X Window System Web

インターネット接続サーバとは違ったアプリケーシ

ョンの動作確認が行える．また， とアプリFreeBSD

ケーション連携の確認にも適している．

動作検証には，新しいハードウェアで動作するか

どうかも含まれる．この観点からは，インターネッ

ト接続サーバと掲示板端末とは，異なった役割を持

つと言える．前者はラックマウント筐体に入ったサ

ーバ専用ハードウェアを使い，後者は最も安価に提

供されているミニタワーのパソコン用ハードウェア

にインストールする．このため，ハイエンドからロ

ウエンドまで，幅広いハードウェアに対する検証が

行える．

の検証３．２ FreeBSD

情報システムの基盤は であり，動作検証もOS

を中心として行うことになる．検証すべきFreeBSD

こととして，

・ のインストールと環境設定FreeBSD

・アプリケーション との連携検証OSS

・応用システムとしての完成度

がある．これまでに に関して，次の検証FreeBSD

を行い，その内容を後に利用できるようマニュアル

化してきた．

・ のインストールFreeBSD

・ の基本環境の設定FreeBSD

・ の最新版における日本語環境の構築FreeBSD

・ の最新版におけるアプリケーションプFreeBSD

ルグラムの導入

・ の最新版ベースでの学内掲示板端末のFreeBSD

構築

・ のインストールマニュアルの作成FreeBSD

の利用で注意すべきことを，簡潔に述べFreeBSD

る．

( ) インストールメディア1

ハードウェア環境の変化に伴い，インストール

メディアも変化している．フロッピーディスク起

動から 利用になり，最近では と メCD DVD USB

モリに変化している．安価なハードウェアでも

メモリ起動に対応するものが増えており，USB

容易に高速にインストールできるようになってい

る．

( ) インストーラ2

の 系列から 系列にバージョンアッFreeBSD 8 9

プされたとき，インストーラが変わった．それま

で使われていた が， に移行すsysinstall bsdinstall

るよう推奨され， 系列からは がベー10 sysinstall

スシステムから削除された．インストーラは必ず

使うのもで，影響の大きい変更である．

( ) コンパイラの変更3

年にフリーソフトウェア財団(以下 )2007 SFS

により が発表され，それにともなう形でGPLv3

の最新版は の元で開発されるようGCC GPLv312)

になった． は， の開発理念に沿GPLv3 FreeBSD

わないライセンスとなっており， ではFreeBSD

以降の更新がなされていなかった．一GCC4.2.1

方で， の 系列から 系列にかけてのFreeBSD 9 10

開発時期に の開発が進み，安定性clang+LLVM12)

が増した．さらに， ライセンスに近いライBSD

FreeBSD10.0センスを持っているなどの理由から，

以降でのベースのコンパイラが， からGCC

へと変更された．このため，一部のclang+LLVM

ソースコードがコンパイルできないことがあり，
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修正が必要となることがある．

アプリケーション導入の検証３．３

アプリケーションの動作検証では， とのFreeBSD

連携に伴う問題と，アプリケーション自身の設定に

よる問題が，一般的に生じる．新しい 上FreeBSD

で動作しない場合，多くはソースコードからコンパ

イルすれば解決する．しかし，ソースコードを修正

しないとコンパイルできない場合があったり，古い

バイナリコードのままで下位互換性を有効にした

上で動作させることもある．FreeBSD

アプリケーションのバージョンアップにより，新

しい機能が追加されたり，設定パラメートが変更さ

れて，これまでの設定ファイルが使えなくなること

． ，がある エラーメッセージとマニュアルを見ながら

問題点をなくしていくことになる．個別のアプリケ

ーションの話になるので，本報告ではこの問題に，

これ以上立ち入らない．なお，両者の絡み合った問

題として， を利用した カウンタが動作しCGI Web

ないという問題については， で取り上げる．４．１

アプリケーションの導入方法として， のFreeBSD

Packagesインストールディスクに搭載されている

からインストールを行う方法と， を用いてインpkg

ストールする方法とがある．双方のインストール方

法を比較すると， を使ってインストールするDVD

場合 を用いるとファイル選択だけで利用Packages

できる．一方，インターネットアクセスが可能なよ

うに設定されていれば， を用いるとコマンドラpkg

イン上だけで関連のソフトウェアも含めて，最新版

を一括で導入が可能である．

では，ビデオカードの認識に問題が生じるXorg

ことがある．基本的に自動で必要な情報を収集する

ようになっているものの，新しいハードウェアで認

識しなかったり，細部で正しい情報でないことがあ

る．この場合，トラブルシューティングに時間を割

かないで，別のハードウェアを利用した方がよいこ

ともある．

ブラウザの では，設定ファイルの位Web Firefox

置や書式の変更が多い．また，アドオンプログラム

が対応しなくなったり，廃止されたりすることもあ

る．利用者に近いアプリケーションほど，基本機能

だけを使って応用システムを作っておくと，移行が

容易になる．

４．動作検証により対応した事例

サーバでの カウンタ４．１ Web CGI

FreeBSD 9 10３．２で述べたとおり， の 系列から

系列にバージョンアップしたとき，ベースコンパイ

ラが 環境へ移行した．この時期に，clang+LLVM

上に を使った サーバを構築しFreeBSD Apache Web

たところ，これまで動いていた による カCGI Web

ウンタが利用できなくなった．

この問題を調査したところ，大きく二つの問題を

含んでいたので，原因を探り解決した．この内容を

述べる．

( ) カウンタのソースコード1 Web

言語のソースコードが， でコンパイルC GCC

する想定で設計されていたため， でclang+LLVM

コンパイルできるよう，ヘッダファイルの追加や

修正を行うとともに， の設定変更を行っMakefile

た．

( ) の設定2 Apache

のバージョンが から に上がってApache 2.2 2.4

いたため，設定ファイルの記述を更新するととも

に，次の確認を行い，パーミッション同期のミス

を修正した．

・ 実行許可の設定CGI

・ の実行ユーザ・グループと記録ファApache

イルのパーミッション同期

・ロックファイルとエラーログファイルの場所

とパーミッション確認が生成されるディレク

トリの確認

掲示板端末に関する問題４．２

図１に掲示板端末構築の流れを示す．標準的な方

法と機能を使って構築しているので，重大な問題な

く移行できている．ただ，いくつか注意すべきこと

があるので報告する．

図１ 掲示板端末構築の流れ
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まず， で以前 に利用していたアドオンFirefox 7)

（ ：利用者によるページ表示カスタマイズ機stylish

， ）能追加 ：常時フルスクリーンモード表示R-kiosk

FreeBSD9.2 stylishの導入に問題があった 以降では． ，

が公開を停止していたために のみを導入しR-kiosk

ている．ただ， 自体に の機能が入っFirefox stylish

たため運用に影響はない．

次に，設置端末に異常が発生すると，すぐに交換

できるよう予備機を作成している．予備機は，構築

した標準機の データを しておき，これHDD dump

を新しい に して装着するだけで製作でHDD restore

きる．このとき，使用する の種類とマザーボHDD

ードの接続箇所，使うツールと手順によって，正常

に起動しない ができることがある．ブート領HDD

域を含めて，確実に できる手順を確認dump/restor

しておかなければならない．

５．あとがき

本報告では， ベースの情報システムを構FreeBSD

築するために，バージョンアップ等に伴う 検OSS

証を，どんな環境のもとで，どのように行ってきた

かを述べた．インターネット接続サーバと掲示板端

末を，長期にわたって継続的に利用可能な環境とし

て利用し，検証過程でどのような問題があったかを

紹介した．これらの活動で得られた成果は，筆頭著

者の個人 ページ を通して情報提供可能なこWeb 13)

， ．とを公表しており 利用の促進を図っているOSS

実用面からだけ言えば，ハードウェアに からOS

インストールしてシステムを作ることは，効率的で

ない．しかし， を使ったシステム構築には，OSS

自然に利用者教育が伴っている．この観点から見る

と，一連の活動を通して， を用いることで自OSS

由なライセンスによる高い柔軟性と低コストという

恩恵を受ける一方で，改変が自由なために公式保証

はされず，ユーザが利用する際には自己責任のもと

で扱うべきだという， の本質を自然に学んでOSS

いると言える．ただ， コミュニティで話題にOSS

のぼっている問題に対して，解決策を提示するよう

な形での貢献を行えるよう，技術力を高める活動が

不十分で，今後の課題である．
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